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新庁舎の計画概要について

新庁舎のコンセプト

※暫定イメージは、基本設計中間段階（令和6（2024）年1月）のものであり、今後の設計や行政協議等の進捗に応じて変更が生じます。

暫定イメージ※

品川区では令和５年６月から新庁舎の基本設計を進めています。
本紙では、新庁舎の基本設計中間段階の計画概要についてお伝えします。

 区民の様々な活動をつなぎ、多様なにぎわいをつなぐ庁舎

 誰もが快適で使いやすく、気軽に立ち寄れる居心地のよい庁舎

 高い環境性能と防災性能を持ち、将来にわたって使い続けられる庁舎

実現に向けた設計方針
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現在、開会中の品川区議会 令和6年第1回定例会において
「品川区役所の位置を定める条例」の審議が進められています。〔 〕

品川区 総務部 新庁舎整備課
電話：03-5742-7801
FAX：03-5742-7143
Mail : shinchosha@city.shinagawa.tokyo.jp
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※ご意見はこちらへ☞

ご意見・お問い合わせ

概算事業スケジュール

事業延伸の主な要因 ・外部有識者意見を取入れた総合的な設計事業者選定の実施

・働き方改革（4週8休等）を考慮した工事期間の設定

概算費用※2

概算事業費の内訳

建物概要※1

延床面積
(容積対象面積)

約61,000㎡
(約50,000㎡)

構造
鉄骨造
（地下部はSRC造、RC造）
免震構造

高さ
約62.2m
(屋上設備など設置箇所は約75m超)

階数 地上14階 地下2階

用途
行政機能、区民交流スペース、
駐車場

敷地概要※1

所在地
(予定)

品川区広町二丁目の一部

敷地面積 8,341.08㎡

用途地域 第一種住居地域

容積率
200%
(都市計画手法活用により約600％)

建蔽率
60％
(敷地条件と耐火性能により80％)

敷地・建物概要

※1 敷地・建物概要は、基本設計中間段階（令和6（2024）年1月）のものであり、今後の設計や行政協議等の進捗に応じて変更が生じます。

コ ラ ム

新庁舎は免震構造を採用します。免震構造は建
物と地盤の間に免震装置を設けて、建物自体の揺
れを軽減する仕組みです。
⼤地震時に

も主要な機能
を確保し、地
震後もほとん
ど補修するこ
となく建物を
機能させるこ
とを目指しま
す。 免震層※2 設計の進捗に伴い図面に基づき積算し、建設資材の高騰、

労務費の上昇の影響などを含め現時点で見込んだ金額です。


